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1 0週齢の同マウスに2 週間抗生剤を投与した後、抗生剤投与を続けながらオスモティックポンプ 
(ALZET 2001 )を使用して、生理食塩水、4M 酢酸Na溶液、4M 酪酸Na溶液のいずれかを1 週間皮 
下持続注射し、運動持続可能時間を比較した。
④ 低繊維食摂取マウスへの便移植+イヌリン投与が持久力運動に及ぼす影響
1 0週齢の同マウスに低繊維食を6 週間摂餌したのち、高繊維食摂取群の便移植を3 日間行い、さ 
らに水溶性食物繊維であるイヌリンを摂取させた後、運動持続可能時間を比較した。また、糞便 
を 16S/rRNA解析し、腸内細菌叢を評価した。
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4) 抗生剤投与+ 酢酸持続投与群では、抗生剤投与+ 生食群と比較して、持続運動可能時間 
が回復し、筋重量に変化はなかった。
以上の結果から、腸内細菌由来の短鎖脂肪酸である酢酸は骨格筋の栄養源として利用さ 
れており、筋持久力に有用であることが示唆された。
本論文は、食餌、腸内細菌叢と骨格筋のエネルギー代謝との関連について新たな知見を 
提供するものであり、また、最終試験として論文内容に関連した試問にも合格と判断され 
たので、博 士 （医学）の学位論文に値するものと認められた。
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